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落
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を
免
機
す

る

に

JE
貨
を
以

V

せ 

■#
、地
金
を
以
て
す

^

^
と
.蘭
ふ
杧
在

&
ぐ

ゾ

：：v
.

■

;R
i
c
a
r
d
o

以
.爲
ち
ズ
、满

'*
碟

^
な
る
ぺ

^

本
位
金
：翁
：©
氟

値

不

»
杧

:

の
價
値
ど
一
敷
し
、恥

1

'1
:
其
锍
迤
上
に
最
大
の
節
約

:0
:#
は
.る

>
も
の
は
、以
て
完
全
な
る
通 

貨

^
,爲
す
：事
を
得
べ

‘し

^(

裏

；
^

;0
0)

。
- 

:
'
、
:.
.〉

■'
:

:

'. 

:

•
.‘

今
金
屬
貨
幣
の
流
通
す
る
一
國
に
於
て
貨
幣
ご
し
，て
用
ゐ

&•
る
:\

金

«
量
、若
し
く
は

(

通
貨 

の

‘
”部
若
し
く

.は
'全
部
が
紙
幣
灌
て
成
名
場

.%
#

幣
に
載

^

狀
.用

せ

„

y\
金
腐
邋
を
決 

す

る
，も

.C
D

は(

一)

其

儐
爾

5
系
濟
す
可

&

支
、挪

0

®
韻
及
び

«

*

s
;*
等
'家

*

を
決
濟
ず

.る

Jh

筇十
K
猪

(

r

H
-i
論

B

v
^
r
u
^
M
M 

#水號
.

四五
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五
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I
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論

跳

i

f
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I

四
六 

丨
方
て
射
は
る
、
雜
狗
の
搜
是
な
九
即

:?
>

1

«

翦̂
す
る

'貨

*

撮

«

本
#

金

囑

,0
價
値
に 

反
比
例
す
。
金

S

也
價
を
十

k

翁

'

1
"

答

S

雀

i

典

^

^

銀

を

以

て

其
 

れ

§

す
國
に
比
し
、貨
幣
ビ
し
て
；要
す
る
余
屬
量
十
五
分
一
な
る
可

 

<
闻
じ
ぐ
銀
を
本
位

 ̂

及
す
顿
に
於
て

.，鈒
價

.ニ
倍
犯

*

貴
す
れ
ば
、必
要
貨
幣
量
は
ニ
分
一
た
る
べ
し
。

此
場
合
全
流 

通
が
銀
を
本

^:
と
す
る
紙

®

を
似
て

行

は
石
> 

^
 

3

は
、紙

幣

で

銀

ビ

.0
等

.«
を
維

#

そ

i
と 

せ
ば
其
流

通

顧
を
半
減
せ

f

可
か

^

ざ
る
：攻

.

_

同
時
ね

'J

顧
繁
凑
の
爲
め
、取
引

0
數
增 

加>

る
と

§

は
、貨
幣
の
用
途

.即
ち
必
要
增
加
し
て
其
價
値
騰
貴
す
。

「

故
に
貨
幣
の
價
値
は

i
 

然
其
絕
對
量

R
由

-

て
I

る
も

の
に
あ

I

し
て
、果
す
可
き

_

に
，對
す
る
.其
相
對
的
の 

龍

に

？

て

定

ま

る

。

同

一

の

結

果

は

，
ニ

原

因

の

何

れ

.ょ

り

も
• 

I

貨 

分

i

 

!

最

を

減

ず

る

？
 

f

 

!

1

も
、

S

S

十

分

一

騰

貴

す

ベ

I

以

て

な

i

而
.し
.
I

l

f

 

.

〕

の
2

れ

;
;
.

捌
の
量
欲
同

1

な
る

o

は
、必

要

貨

幣

量

は

小

切

手

手

形

等

のi

:掌

睽

受

節

約
方

法

の

f

 

る
i

度

如

何

に

：由

て
?

る
。
是
等
の
方
法
行
は
れ
ざ
る

S

は
る 

>

事

少
f

場
合
に 

は
.，通

貨

に

對

す

名

ま

耍

大

に

‘し

て

其

價

値

騰

貴

す

べ

し

(

同

書
：
§
. 

H

貨

幣
'
價

値

、地
金
.
：
I

7i
以
上
に
騰
貴
す
る

-S5

き
.は
、「

健
全

f;

る
通
賀
狀
鶴
に
於
て
は

」

兩
者
を
平
均
せ
し

V
る
' 迄
或
は 

紙
幣
の
增
發
、或
は
：地
金
の
鑄
造
行
は
る
。
然
石
に
地
金
の
鑄
造
行
は
る

’ 

^
き
は
、一

.方
に
，於 

て
貨
幣
量
增
加
す
る

S
典
に

’他
方

.に
於
て
、地
金
暈
減
少
し
て
其
®
値
を
騰
貴
せ
し
む
る
を
以 

て
、P

者
の

®

値
平
均
を
恢
，復
し
れ
る
場
合

"少
く

も

1

時
兩
卷
の
，慎
値
は
當
初
ょ
ぅ
も
高
位
に

.

...

 

.

..

.

.
! 

•
, 

.

あ

る

•ベ
し
。
紙
幣
の
增
發
を
以

V

之
を
行
ふ
ヒ
き
は
此
不
便

な

し

。

此
故
を
以
て

R
i
s
r
d
o

は 

K

幣
を
以

て

金
屬
貨
幣

に

邏

れ

り
ビ

な

す

も

.0
な
>

9

0即
ち
日
く

、
-紙
幣

流

通

の
ネ
益
は
そ
の 

1E
し
&
原
則
の
上
に
確
立
せ
ら
れ

'た

る

•場
合
、全
通
貨
，の
價
値
に
何
.等
ゆ
變
動
を
生
す
る
事
な 

く

し

て

，

此
追
加
量
の
.：即

時
供

給
せ
ら
れ
.得
る
，

の

點

ー

に

ぁA」(

p

^)

。

«

幣
.の
金
.屬

通

貨

に
優 

rl
:
る

點
の
一
は
、そ

0
必
.要
に
應
叱
て

.、容
易
に
量
を
；增
減
し
韻
る

-0i

事
に

ぁ

り
。
.斯

ベ

し

て
 

貨
幣
制
度
の
要
義

^

る
貨
幣
價

-M
の
均

一

を

保

た

l

^
々

q

一 

事
を

能
.
.ふ
限
り
確
實
低
廉

P 

實
に

す

.る

事
を
：
得

.
せ
：し
む
ビ

(

p
:oo)

。
Z 

.
 

..
 

:

.•
‘ 

然
ら
ば
通
貨
の
®
員
は
何
を

基

準
と
す
ベ
き
か

^

或
は

M

潰
の
特

:«
本
位
に
對
す
る
關
係 

を
標
準

S

せ
ず
、一
般
貨
物
の

集

團

に
對
す
ゐ

.關
係
を
標
準

...
と

ゎ

て
、紙
幣
發
行

^

を
調
霄
す
ベ 

し

ミ
說
く

も

の
ぁ

K
V
ビ
雖

も
、s

c
a
r
d
o

は
を

の
實

.際
に
行
、ふ
河
か
ら
^
る
所
以
を

辯

ず
。

「

蓋
し

第
十
觅
卷

(

：

】

|

九)

論：
說

.

.
,
,
ヵ
$

ォ
重

_
 

ン
第
九
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四
七
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1
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>
 

論
'

訛

I

I

迪

霧

.

，

.

/

第
1

四
、

諸
貨
物
は
相

f

比
較
せ
ら
れ
た
る

1

に
於

i

 

|

變
動
し

1
§
し
：て

^

變
動

^

^
 

場
合
、何

^

の
貨
物
が

1

僧
加
し
、何

n

の
貨
物
が
：價
値
下
落
せ
る

.か

I

か
む
る

H

油 

な

I

を
考
ふ
れ
ば
、斯
る

•標
準
の
全
く
何
等
の
用
を

S

 

I

事

I

め
ざ
る
可
か
ら
匕 

な
ぅ

」(P* 

1
5
9既
に

「
貨
物
一
般
は

"決
し
て
之
を
貨
幣
の
量
と
價
値
ビ
を
調
節
す
る

.擦
笮
ゴ
ぶ
.す 

可
か
ら

f

せ
は
、所

I

®

を
以
て
其
標
準
と
な
す
の
外
途

.な
し
。

而
.し

て
穿

I

銀 

自

f

の
價
傲
の

“變
動
決
し
：て
傲

.少
な

ら

ず
し
て
、そ
の
從

.來
想
像
せ
&
れ

た

る

が

如

I

子 

の
本
位
標
準
た
ら

f

事
を
朋
に

5

 

i

為

ほ

之

を
彼

が

知

：
^

も
の
と
$

之

す

も

變
動
少
？

、
g

し
て

貨
幣
た
る
に
適
す
る
.他
の

性

質

を

悉

く

具

；

r
 

る

他
の
貨
物
發
見
！

る
、
事
を
得
ば
、宜

し

く
之
を
將
來
の
貨
幣
本
位

》

し
て
採
用
す
べ
し 

ビ 

f

M

等 

0

 

^

 

^

 

^

 

^

:

l

致
せ
ず
し
て
、地
金

I

儐
造
幣
價
袼

2

 

R

在
I

き
は
、必

S

貨
？

落
せ
る
？

ご

謂
へ
ぅ
。

(
P

.
2

0
)

 

: 

」

•

 

.

.

.

.

.

.

.
 

.
 

•
 

- 

- 

t 

.

. 

.

t

l

\
 

.

.

.

.

.

.

 

丨

複
本
位
の
制
は
，
.

R
i
c
a
a
o

as
こ
狗 

一夕 

.

/

 

.

.
ハ

1

為
奢
丨
沪
て
之
を
不
可
ビ
す

(

本

»

前

_

ニ
十
筲
參
看

)

然
&

は
金
銀
何
ホ
を
本
位

U

や
に
就
.

て
は
、彼

％

銀

名

T

優

ぐ

H

は
同
じ
(

J

.著
：附
錄
中
の
ー
辱
に
，

:,
*

:1
:
.窺

^

學
を
得
た

*

し̂
が
、

(

杏
^
1
?
1

 ̂

o
f 

Bullion 

p
. 

ed. 

p. 

9
7
)

今 

本

■

に
於
て

「

本
位
ビ
し
て
銀
は
金
に
礙
れ
る

」

事
を
肋

f

す
。

其
理
由
は

«

の
之
に
對
す
る
'

:

窗 

要
，供
給
の

.規

.則
正
.し

;<
し
_て

金

に

比

し

て

價

値

の

變

，動

少

な

き

の

一

事

に

在

り

。

銀
の
短
所 

は
價
値
に
乩
し
て
容
樹

.大
な
る
事
な
れ
ど
も
、之
は
國
內
一
般
通

.貨

S
し
セ
紙
幣
を
代
用
す
る 

事
に
由
て
之
を
避
く
る
事
を
得

V

し
と

.謂
，へ

b

?(

p
. 

2
C 

. 

-

.十 

II 

• 

, 

■

然

n

:̂
も
本

書
^

最
‘も
.：：
重
要「

の
：意
義
あ
る

'は
兌
換
制
.度
復
活

な

3
時

事
問
題
を

論

じ
T

m
 

行
.券
兌
，換
を
，行
ふ

.

.に
_
貨

^
以
て

せ

ず_

し
て
、埤
金

を
以
セ
す
ベ

レ

S
の
：新
案
を
提
議
せ

る

一

 

す
な
る
へ
し
彼
に
從
ス
喊
貨
幣
湖
度

':
0

進
步
は
、漸
次
貴
金
属
の
俾
用
を

.廢
し
て

.、此
高
壞

物 

r

代
ふ
る
に
別
價
値

0
_物
件
を
以
て
す
る
撒
に

.存
す

9

貨

幣

ビ

.

.
し

て

肯

金

屬

を

採
用
し
た
る 

事
、力

1

進
步
な

ぅ

V
J

, #.

ば
•第
二
段
の
進
步
は
貴
金

®

貨
幣
に

代
ふ
る

に
：紙
，幣

を

以

て

す

る

R 

在

-

o
今
英
蘭
銀
行
に
，し
て
、再
び
疋
貨
兌
換
を
行
ふ
の
義
務
を
負
ふ
ど

'き
は
、社
會
の
如
何
な 

る
部
分
も
そ
れ
に
相
當
す
る

「

利
得
を
受
く
る
事
な

 

< し
て
、同
銀
行
の
利
潤
は
大
に
減
少
す
る 

の
'結
果
あ
る
ベ
し

P
.

寧
に
ニ
、ニ
、若
し
：く
は
五
f

銀
行

#

を
使
用
す
る
者
_

に
ギ
二

0

^

0 

E 

0

J
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ニ
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論
！

胧

，
カ
ル
ド
ナ
の
姐
貨
論

. 

第

九

號
E
O

ィ
を
用
ふ
；る
亭
を
得
べ
し
せ

;.

せ
ば
、朵
し
て
彼
等

0 '

何
れ
を
擇
ぶ
べ
き
か
問
は
ず
し
.て
明
な
ら 

ん
。
.

斯
く
し
て
最
も

」

費
用
多
き
通
貨
は
、'その

‘«

少
な
を
も
の
ど
代
る
に
至
る
ベ
し
。
昨
の
余 

祉
會
.

の
損
失
ど
見
⑩

す

ベ
き

,0 

0
の
損
失
の
外
に
，國
家
ば
無
用
な
る
鑄
造
の
®
用

を

爲
擔
し
、

.

. 

.

.

.
:
■ 

! 

.

.
一
‘ 

•

而
し
て
爲
替

「

度
：不
利
ど
な
る
や
ギ

^
ィ
は
鎔
解
輸
出
せ
ら
る
、
な

V

。

本
位
貨
糌
自
體
の
免
れ

ざ

る
變
動
以
外
に
、通
貨
價
値
の
變
動
な
が
ら
し
め
、同
時
に
费

用
最

. 

-
.
.
. 

I 

.

.

. 

、
 

.. 

.

少
な
る
要
具
を
以
て
流
通
を
^
は
し
む
る

‘事
、是
れ
實
に
通
貨
を
最
完
全
な

る

狀
態
に
達
せ
し 

む
る
所
以
な

5

。
®:
し
て

R
i
c
a
a
o

に
從
へ
ば
、之
を
行
ふ
途
は

4
銀
行
券
と

51
:換
に
ギ
ニ
ィ
を
交 

附
せ
ず
、造
幣
®
典
に
從
ひ
、鋳
造
せ
ざ

る

傘
若
し
く
は
銀
を
交
附
ず

る

の
義
務
•を
銀
行
に
負
は 

し「

む
る

.事j

是
な
、
。
斯
の
如
{
す
る
ど
き
は
紙
幣
一
度
地
金
谓
格
，以
下
に
降
る
と
き
は
必
す 

共
流

‘通
額
收
縮
す
。
紙
很
の
地
金
價
値
以
上
に
，騰
貴
す
る
事
を
防
止
ぺ
す
る
爲
め
に
は
、英

I!
鈒 

行
に
、標

準

金t

 

r

H
r/
十

七

志

の

價

格

を

以

で

、地
，.金

と

引

換

に

銀

行

券

を

交

附

す

る

の

義

務 

を
：負
：は
し
む
可
し
O
.:
m
f i
.
0
煩
勞
を
過
大
な
ら
ざ
ら
し
む
る
爲
め
に
は
、

2

磅
十
七
志
十
片
半 

'の

偾

格

を

以

て

鈒

'«
,ょ
；&
質
ひ
、若
し
く
は

H
磅
十
セ
志
を
以
て
飯
行
に
賣
る
金
塊

*

の
、「

囘 

二
十
弓
を
降
ら
：ざ
る
事」

を

要

すV

し
ビ
す
。
別
言
す
れ
ば

.銀

行

は

飯

行

：に
提
哄
.せ
ら
れ
た
る

金
塊
の
ニ
十

.弓
を
下
ら
，
る
限
り
如
何
な
る
分
量
を
も
三
磙
十
七
志
の
價
格
を
以
て

K

ひ
，要 

求
七
ち
れ
ナ
る
炎

r
な
る
分
量
を
も
三
磅
十
七
志
十
片

'半
の
價
格
：を
以
て
賣
る
の
_
務
を
負 

ふ
へ
き

^

の
な

h

-(

敍
に
三

#
十
七
志
ど
謂
ふ

ゆ

s
c
a
i
r
d
o

の
任
意
に

E

め
た
る
價
格
に
し
て
、
 

.興
主
，
ど
す
る
と
こ

’
ろ
は
、金
の
：所
持
者
を
し
，
て
、其

を

造

幣

局

に

就

そ

.鋳
造
せ
し
む
る
ょ

&

も
，
 

寧
ろ
英
蘭
銀
行

6

M
却
す
る
を
利

ビ

感
せ
し
む
る
に

.®
1

同
時
に

.有
ゆ
る
種
類
の
地
金
の

t
 

出
入

k

對
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た
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營
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